
犬山国際交流協会創立 2 0周年記念講演 

 て      しま        りゅう         いち 

日 時 

動乱の世紀を読み解く 
～杉原千畝に学ぶインテリジェンス～ 

９・１１同時多発テロ事件ではNHKワシントン支
局長として１１日間にわたる昼夜連続中継放送を
担い、その後は外交ジャーナリスト・作家として
ご活躍の手嶋龍一氏を講師にお迎えし、日本のシ
ンドラーと呼ばれる杉原千畝の実像に光をあてて
世界観を語っていただきます。 

外交ジャーナリスト・作家 

場 所 

入場料 

定 員 

手 嶋 龍 一 氏 講師 

14時15分開演（13時45分開場）※15時45分終了予定 

平成28年3月27日（日）  

犬山国際観光センター 「フロイデ」 ４F ホール 

全席自由  ・前売券：協会会員 ８００円・一般 １,０００円  
              ・当日券：協会会員 １,０００円・一般 １，２００円  
               
３５０人（定員になり次第締切） ※小学生以下の入場不可  

主催：犬山国際交流協会 後援：犬山市 

３月１日（火）から犬山国際交流協会事務局で販売 
（土日祝第２月曜日を除く 9時～17時）  

チケット販売 

 犬山国際交流協会事務局  
 TEL:0568-61-1000 FAX:0568-63-0156   
 E-mail:iia＠grace.ocn.ne.jp URL:http//iiea.info 

お問合わせ先 



 ９・１１同時多発テロ事件に際しては、ＮＨＫワシントン支局長として 

１１日間にわたる２４時間連続放送を担い、その冷静で的確な分析は 

視聴者の圧倒的な信頼を得た。 

 『宰相のインテリジェンス～９．１１から３．１１へ～』（新潮文庫）は、 

２００１年の同時多発テロ事件から、２０１１年のフクシマ原発事故までの 

１０年間をインテリジェンスの視点から検証し、日米両国のリーダーシップ 

の有りようを描いたノンフィクション作品。（単行本の原題は 

『ブラックスワン降臨』新潮社刊）。 

 ２０１５年９月には佐藤優氏との共著『インテリジェンスの最強テキスト』 
（東京堂出版）を上梓、日本の現状を踏まえたインテリジェンス論の決定版と評されてい
る。佐藤氏とは、インテリジェンス対論三部作（『賢者の戦略―生き残るためのインテリ
ジェンス―』『動乱のインテリジェンス』『知の武装―救国のインテリジェンス―』を出版して
いる。 
 １９９０年代初めには、ＮＨＫワシントン特派員として冷戦の終焉に立ち会い、『たそがれ
行く日米同盟～ニッポンＦＳＸを撃て～』を執筆。綿密な取材と冷徹な分析がノンフィクショ
ン界に論争を巻き起こした。続いて、湾岸戦争時の日本外交の迷走ぶりを衝いた『外交
敗戦～１３０億ドルは砂漠に消えた～』（いずれも新潮文庫）を発表。これらの著作を通じ
て、早くから日米同盟の空洞化を予見し、警告を発してきた。日本外交や安全保障を題材
にしたこれらのノンフィクション作品は、若い世代にも読み継がれ、ロングセラーとなって
いる。 
 こうした業績が認められ、１９９４年、ハーバード大学国際問題研究所にフェローとして
招聘された。黒衣の国際政治学者と呼ばれたカトリック神父、ブライアン・ヘア教授をはじ
め、『文明の衝突』の著者サミュエル・ハンティントン教授、国防次官補を務めたジョセフ・
ナイ教授、さらにはリベラル派の代表的論客スタンレー･ホフマン教授らの指導を受ける。 
 ノンフィクションの系譜に属する作品としては、世界の２９都市に生起する情報戦を綴っ
たルポルタージュ『インテリジェンスの賢者たち』（『ライオンと蜘蛛の巣』改題、新潮文庫）
に続き、環境問題を外交の重要テーマとして論じた『武器なき“環境”戦争』（池上彰氏と
の対論、角川SSC新書）』を著す。情報小国ニッポンの覚醒を促した『インテリジェンス 
武器なき戦争』（佐藤優氏との対論、幻冬舎新書）やバラク・オバマ米大統領をはじめ国
際政局の最前線で活躍する２９人の素顔に迫った『葡萄酒か、さもなくば銃弾を』（講談社
）などの著作があり多くの読者を得ている。 

 またインテリジェンスの視点から描かれた物語としては、２００６年に発表した『ウルトラ・
ダラー』（新潮社）が、３３万部のベストセラーに。「日々のニュースが物語の出来事を追い
かけている」と反響を呼び、冷戦後の日本に初めて登場した「インテリジェンス小説」と評
された。２０１０年春、小説『スギハラ・ダラ―』（新潮社）を上梓。世界を震撼させた幾多の
国際金融事件と、第二次大戦中に日本人外交官杉原千畝が発給した「命のビザ」で生き
延びたスギハラ・サバイバルをつなぐ驚愕のインテリジェンス小説として版を重ねている（
新潮文庫に『スギハラ・サバイバル』として収録）。 

  現在は、大学や研究機関で外交・安全保障を中心に後進の指導にも積極的に取り組
んでいる。 
 
手嶋龍一オフィシャルサイト www.ryuichiteshima.com 
 

  

手嶋龍一  外交ジャーナリスト・作家 


